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一

＋
牛
室
日
片
は
、
牟
人
却
即
町
川
化
狛
由
比
寸
人
ル
仙
田
剛
（
害
跡
）
『
て
″
叫
但
辻
刈
牢
丁
ｍ
ｗ
法
肌
桝
仙
』
（
「

矢
部
御
惣
庄
屋
次
第
記
」
）
を
解
辻
剛
↓
た
も
０
で
す
・

矢
部
郷
初
示
代
０
惣
庄
屋
井
手
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
寸
〈
圭
百

で
す
。
著
者
は
田
力
成
守
寿
公
羽
で
、
同
種
０
文
圭
百
が
杣
悟
に
二
種
類
あ

る
と
０
こ
と
で
す
ゞ
が
、
そ
り
原
本
と
な
っ
て
い
る
０
が
本
室
貝
（
「
矢

部

町

史

」

）

で

あ

る

と

二

百

わ

れ

て

ぃ

士

威

す

．

~

所
蔵
者
で
あ
§
御
当
ゞ
王
の
井
手
久
~
雄
先
生
は
、
私
０
少
笠
‐
時
代

０
恩
師
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
中
０
学
挫
未
Ｏ
な
か
で
、
勤
労
奉
仕

に
動
ロ
貝
さ
れ
｛
寝
食
を
と
も
に
も
な
が
”
ｂ
、
教
ゞ
え
を
受
け
、
△
７
で
は

懐
か
し
い
若
き
こ
ろ
を
想
い
浮
か
べ
な
が
“
り
作
成
↓
ま
↓
た
．

こ
～
に
先
生
０
米
寿
を
祝
も
、
益
々
０
ご
健
勝
と
ゴ
』
多
幸
と
を

牝
枅
△
凪
－
Ｖ
ア
§
、
師
勝
訟
師
克
延
詳
臥
孔
〃
，
車
ｄ
Ｉ
Ｕ
作
卜
。

一

正
１
節
妙
‐
一
八
斤
什
十
上
八
日
〃
ｌ
Ｔ
－
Ｉ
ｎ
ｎ
口

恩
師
井
手
久
雄
先
生
の
米
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を
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し
て
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F宮

普
跡
『
万
世
井
手
之
流
』
慮
鰯
無
万
西
側
鵜
奎
題
湛
は
「
矢
部
御
惣
庄
屋
次
第
記
」

天
明
四
年
奎
芙
塑
男
成
守
寿
翁
が
苓
述
。
慶
長
一
八
年
二
』
二
》
皇
初
代
井
手
玄
蕃
允

政
次
か
ら
・
妥
永
五
年
二
橲
室
一
○
代
間
・
部
忠
次
公
正
代
ま
で
の
矢
・
邦
子
永
惣
・
圧
屋
の

経
歴
・
本
翁
を
記
録
す
る
・
藩
政
時
代
の
矢
部
郷
の
状
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
・

そ
の
原
本
が
本
番
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
末
尾
の
数
葉
が
欠
損
し
て
い
る
。

文
化
・
文
政
期
、
浜
吋
に
優
れ
た
知
識
人
が
い
て
、
多
く
の
門
弗
を
指
導
し
、
数

多
く
の
費
重
な
箸
菩
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
一
人
は
、
男
成
・
小
一
領
両
神
社
の
祠

官
、
男
成
大
和
守
寿
で
あ
る
。

男
成
神
詮
は
承
平
二
一
年
元
壹
臺
阿
蘇
大
宮
司
の
勧
請
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
、
阿
蘇
延

し
て
以
来
、
大
宮
司
矢
部
在
館
時
代
は
必
ず
元
服
の
式
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
男
成
斗

幅
蘇
大
宮
司
の
勧
請
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
、
阿
蘇
大
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宮
司
惟
蕊
が
神
前
で
加
冠
の
儀
を
執
行

目
は
必
ず
元
服
の
式
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
男
成
神
社
と
称
さ
れ
、
社
領
二
百
五
拾
町
歩
を

有
し
て
い
た
由
錯
あ
る
神
稔
で
あ
る
。

小
一
領
神
殺
も
ま
た
天
文
五
年
二
垂
一
三
御
船
房
行
謀
反
に
対
し
、
そ
の
討
伐
に
向
か
っ

た
千
寿
丸
（
惟
将
）
出
陣
の
軍
勢
揃
え
を
社
前
で
行
い
、
戦
勝
を
祈
願
し
た
と
言
わ
れ
、

社
桂
領
八
拾
町
歩
の
寄
進
を
受
け
た
阿
蘇
氏
尊
崇
の
神
社
で
あ
る
・
男
成
家
は
代
々
、
こ

神
の
両
社
の
祠
・
宮
で
あ
る
と
と
も
に
、
阿
蘇
家
の
家
臣
と
し
て
も
重
き
を
な
し
て
い
た
・

成
男
成
守
寿
は
享
保
一
一
年
（
毛
一
三
一
一
月
七
日
、
男
成
家
知
の
長
男
に
生
ま
れ
、
幼

名
歳
入
の
ち
家
寿
、
迩
寿
、
舎
寿
を
経
て
守
寿
と
名
乗
っ
た
。
祠
官
と
な
っ
て
伊
予
と

田
力

称
し
た
が
後
に
父
を
継
い
で
大
和
と
攻
め
た
。
幼
少
よ
り
学
を
好
み
研
錨
に
つ
と
め
、

特
に
国
学
の
造
詣
が
深
く
、
祠
官
の
傍
ら
子
弟
の
教
育
に
意
を
用
い
た
。
「
矢
部
風
土

記
」
等
の
箸
者
、
渡
辺
質
も
、
彼
の
教
え
を
受
け
た
人
で
あ
る
。
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れ
て
鎮
圧
に
向
か
っ
た
。
一
時
は
頑
強
に
抵
抗
し
た
結
琉
兄
弟
も
兄
半
太
夫
が
鉄
砲
に
倒
れ
、
弟
十
太
夫
も
自
害
し
て
来
て
、

残
余
の
考
は
猫
ら
え
ら
れ
た
。
藩
庁
か
ら
は
収
調
べ
の
た
め
擬
製
臘
刈
剖
州
制
御
卿
剛
が
派
遣
さ
れ
、
厳
し
い
捜
査
の
結
果
、
関
係
考

は
す
べ
て
投
獄
さ
れ
た
。
総
勢
王
二
一
人
は
更
に
厳
重
な
詮
議
を
受
け
、
一
九
人
は
獄
中
で
死
、
亡
し
、
一
二
一
人
は
斯
肯
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
で
錯
域
兄
弟
が
愛
藤
寺
城
代
結
成
弥
平
次
の
一
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
疑
い
が
も
た
れ
、
江
、
戸

へ
も
報
告
さ
れ
た
・
八
月
に
慕
府
は
渡
辺
~
大
‐
隅
守
‐
を
送
っ
て
取
調
べ
に
当
た
ら
せ
た
が
、
、
王
謀
考
で
あ
る
結
域
兄
弟
が
死
、
亡
し

て
い
る
の
で
砿
証
は
挙
が
ら
ず
、
キ
リ
シ
タ
ッ
反
乱
か
否
か
は
、
は
っ
き
り
と
は
し
な
か
っ
た
。
現
在
残
っ
て
い
る
記
録
で
も

正
確
な
事
件
の
真
相
は
分
か
ら
な
い
・
近
世
の
農
民
一
撰
と
い
う
よ
り
も
、
地
、
万
の
不
平
小
豪
族
の
抵
抗
と
し
て
の
性
格
の
も

の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
清
和
村
仏
原
に
は
、
そ
の
跡
に
供
獲
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

文
化
五
年
（
一
合
今
七
月
一
五
日
八
二
一
歳

仏
原
騒
動
。
（
圭
三
５
一
手
一
一
一
蔦
彗
鉤
川
綱

利
時
代
の
延
宝
二
年
〈
一
宅
里
正
月
、
矢
部

手
永
仏
原
の
地
士
錯
域
半
太
夫
・
十
太
夫

兄
弟
の
家
に
親
類
や
近
隣
の
農
民
が
多
数

集
ま
っ
て
、
武
器
を
揃
え
不
穏
な
空
気
が

察
知
さ
れ
た
。
、
圧
屋
源
左
術
門
は
惣
・
圧
屋

矢
部
兵
右
衛
門
政
夷
に
報
告
、
政
夷
は
郡

奉
行
に
急
報
す
る
と
共
に
、
会
所
役
人
、

地
瑛
の
御
家
人
。
力
自
慢
の
肴
を
引
き
連 歳

二三
本
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
の
井
手
久
雄
先
生
、
県
立
図
書
館
、
甲
斐
保
明
氏
（
矢
部
町
在
住
）
、
灰
住

氏
（
熊
本
市
在
住
）
に
御
協
力
・
御
指
導
を
頂
い
た
こ
と
を
付
言
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
本
害
は
、
井
手
家
文
書
『
万
世
井
手
の
流
れ
』
（
「
矢
部
御
惣
庄
屋
次
第
記
」
）
を
解
読
し
た
も
の
で
す
。
残
念
な
事
に

末
尾
の
何
枚
か
管
欠
如
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
（
本
書
五
五
頁
以
下
）
は
既
に
解
読
さ
れ
て
い
る
県
立
図
書
館
本
を
参
考
に

し
て
構
成
し
ま
し
た
。

解
読
に
当
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
、
原
史
料
に
従
い
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
次
の
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

Ⅲ
而
・
茂
・
江
・
ニ
・
者
の
変
態
仮
名
は
小
文
字
を
用
い
て
仮
名
で
あ
る
こ
と
を
表
し
ま
し
た
。
ま
た
「
候
」
に
は
い
ろ

い
ろ
の
書
体
が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
「
候
」
に
統
一
し
ま
し
た
。

②
誤
字
と
思
わ
れ
る
文
字
、
ま
た
は
現
在
通
用
し
て
い
る
地
名
等
は
○
書
き
に
訂
正
し
ま
し
た
。

誤
字
と
思
わ
れ
る
文
字
、
ま
た
は
現
在
通
、

(4) （3）

例
、
高
知
穂
↓
（
高
千
穂
）
。
録
０
（
禄
）
。

凡

例

注
釈
は
、
便
宜
上
頁
ご
と
に
①
②
③
を
付
し
、
巻
末
に
整
理
し
ま
し
た
・

年
号
の
記
載
に
あ
た
っ
て
、
（
）
内
に
西
暦
年
号
を
記
入
し
ま
し
た
。

平
成
六
年
六
月
十
五
日

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
で
没
し
た
。
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１

１

（

一

七

一

画

）

其
蕊
、
矢
部
勘
右
衛
門
重
行
か
代
に
至
、
正
徳
四
年
之
春
、

古
閑
氏
三
代
に
し
て
亡
滅
せ
り
。
其
跡
を
御
山

支
配
役
③
問
部
忠
助
一
男
、
問
部
次
兵
衛
隆
忠

相
承
て
、
在
勤
四
十
余
年
全
役
た
り
し
よ
り
、

其
子
孫
、
役
儀
連
暁
し
て
へ
．
子
今
至
迄
、
其
家
不

変
、
如
斯
蛙
を
革
（
ア
ラ
ク
ム
ル
）
事
三
度
に
及
ひ
、
世
移
り
家

易
り
け
れ
は
、
往
昔
之
古
帳
旧
記
之
類
、
悉
く

紛
失
し
て
伝
ら
す
。
間
部
隆
忠
勤
役
あ
り
し
正
徳

己
来
之
記
録
の
ミ
今
に
伝
り
け
る
。
夫
、
御
惣
庄
屋
介

や
手
の
流
と
い
ふ
題
の
心
を

む
か
し
の
名
一
の
ミ
方
登
も
流
教
姥
せ
ぬ
井
手
の
川
水

裳
担
ハ
、
俊
成
卿
①
の
駒
と
め
て
猶
水
か
ハ
ん
山
吹
の
、
と
読
姶
が

り
肥
後
国
豊
日
ノ
底
②
と
い
ふ
所
に
下
り
て
住
け
る
人
な
り
。
其
子
壼

に
住
侍
り
し
に
、
中
古
ハ
阿
疎
家
の
家
臣
と
し
て
登
録
達
も
重
く

し
か
ら
さ
る
武
士
に
て
、
代
々
承
伝
へ
た
る
梓
弓
さ
矢
部
ノ
郵
に
餅

り
し
か
。
き
の
ふ
の
請
花
室
ハ
け
ふ
の
夢
と
党
は
て
、
あ
す
か
川

か
は
る
世
の
習
ひ
に
て
、
い
み
し
か
り
し
阿
珠
の
家
も
い
つ
し
か
秀

こ
葬
乏
ざ
へ
敵
の
た
め
に
身
を
僧
（
瞳
ソ
△
）
な
る
。
山
水
の
あ
る
か
左

隠
救
住
跨
ひ
け
る
さ
ま
な
枚
ハ
、
家
中
の
譜
士
は
風
に
乱
る
、
木
の

り
ち
り
に
成
行
て
、
ゆ
く
こ
ゑ
い
か
に
白
玉
か
、
あ
そ
ハ
露
の
あ
た

の
水
の
よ
る
く
さ
へ
、
う
か
れ
た
、
よ
ふ
う
た
か
た
の
、
あ
ハ
れ
な

し
か
ハ
、
井
手
・
玄
番
允
と
い
ふ
者
ハ
小
西
⑤
氏
の
し
る
よ
し
た
り
け

山

呼
や
）
と
い
ふ
我
下
に
、
か
り
の
た
つ
き
を
も
と
め
行
て
、
今
更
何
と

、
此
壁
を
空
蝉
の
羽
よ
り
も
軽
き
役
を
動
て
、
年
月
を
送
り
し
か
、

の
御
代
と
な
り
て
よ
り
、
父
等
司
を
住
捨
て
比
宮
原
に
居
を

け
る
に
、
矢
部
一
系
の
名
三
の
号
を
賜
り
し
よ
り
、
子
や
む
ま
子
⑩

て
其
役
を
動
け
る
に
、
井
手
政
真
か
時
に
、
ゆ
へ
有
て
役
儀
を
退

も
絶
呆
ぬ
る
と
か
や
。
さ
れ
ハ
舌
よ
り
幾
百
世
相
焼
て
、
め
て
た
く

し
家
な
か
ら
、
流
の
末
の
浅
々
数
成
行
の
ミ
か
ハ
、
鋒
に
其
家
の
絶

そ
走
非
な
け
れ
。
さ
ハ
有
な
か
ら
矢
部
の
名
主
の
始
り
ハ
井
手
玄
番

れ
は
、
其
家
ハ
移
り
か
ハ
リ
ぬ
と
も
、
名
主
の
役
名
ハ
猶
万
代
も
尽

せ
ぬ
井
手
の
流
れ
な
る
へ
し
と
、
い
へ
る
歌
の
心
な
り
．
但
、
井
手

こ
の
が
た
と
凡
て
可
な
ら
ん
か
、
今
、
此
敬
を
読
て
題
号
と
す
。

、
矢
部
御
惣
、
圧
屋
①
ォ
井
手
玄
番
允
日
隈

と
い
ふ
も
の
、
慶
長
の
庵
、
始
雪
勤
役
有
し

、
当
役
間
部
忠
次
公
正
迄
、
其
役
は

に
当
り
、
年
歴
玩
に
百
七
十
鈴
年
に

り
。
然
る
に
其
役
ハ
連
綿
而
数
代
相
承
す
と

と
も
、
井
手
氏
は
四
代
に
し
て
、
矢
部
兵
右
衛
門
政
夷
二

天
和
弐
年
（
’
六
八
二
）
に
断
絶
ス
・
其
跡
私
頑
役
②
な
り
し

勘
右
衛
門
重
元
卜
云
者
、
相
蛙
て
勤
役
せ
し
に
、

一

一

御
惣
、
庄
屋
次
第
記

１
１

玄し九ぬ

る

と り
し

『
①
嘩
河

里

の

心

に

し葉きへのを 、代し ＆
身のか惟流は家々井冨一一
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９
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０
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巳
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Ｊ
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浅
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0

む
か
し
の
證
菩
を
探
煮
こ
と
あ
ら
ハ
、
此
害
の

謬
を
訂
補
副
正
し
蛤
ふ
へ
し
。
然
ら
ハ
、

我
幸
の
ミ
か
ハ
、
後
世
此
所
柄
の
亀
鏡

と
も
な
ら
ん
か
し
と
云
爾
。
（
云
命
…
ん
じ
．
大
を
崎
頚
３

義
の
ま
、
に
但
言
を
も
っ
て
記
し
侍
り
ぬ
・

し
か
ハ
あ
れ
と
も
、
も
ハ
ら
軍
ら
｝
博
説
の
ミ
に
し
て
、

菩
記
證
書
に
よ
る
こ
と
少
か
り
け
れ
は
、

猶
、
迩
露
（
ソ
ゴ
）
す
る
事
も
多
か
り
ぬ
べ
し
。

若
し
、
い
に
し
へ
を
好
む
同
志
の
人
出
来
り

退
く
の
け
》
て
異
同
を
考
へ
、
疑
し
き
を
関
〈
の
福
’
》
て
、
其
用
を

取
て
、
彼
を
以
て
是
に
合
せ
、
間
（
マ
・
）
憶
跡
を

加
へ
て
、
漸
御
惣
・
圧
屋
名
目
の
次
第
と

時
代
々
々
の
事
蹟
の
あ
ら
ま
し
を
、
俗

（
一
七
八
口
）

（

勝

屠

三

月

下

旬

）

天

明

酉

年

７

灰

仲

夏

下

流

柳

下

亭

首

東

泉

書

よ
り
玖
降
（
コ
ノ
ヵ
タ
）
之
事
に
し
て
、
井
手
政
夷
（
マ
サ
ッ
象
）
己
前

の
事
は
、
其
名
目
さ
へ
曽
遍
知
〃
者
鮮
（
ス
ク
ナ
）
し
、

我
此
地
に
生
れ
て
、
そ
の
所
柄
の
む
か
し
の
事
跡

の
し
ボ
ざ
る
事
を
患
て
、
~
累
年
心
を
吉
に

用
ひ
、
頂
家
に
至
て
舌
書
を
探
（
サ
ガ
〉
し
、
老
人
に

対
謁
し
て
舌
跡
を
問
ひ
、
或
は
屏
風
ふ
す
ま
の

剥
ゲ
乗
し
た
る
妖
屑
迄
も
、
其
用
有
も
の
ハ
拾
上
集
〆
て

年
号
に
因
て
、
其
人
の
時
代
を
考
へ
共
人
の
名
目
に

よ
り
て
年
号
を
稽
〈
か
ん
が
〉
へ
、
式
ハ
老
人
の
昔
語
も

軽
華
の
役
業
た
り
と
》
い
へ
と
も
、
~
一
郷
を
奴
行
ふ

司
役
に
し
て
、
其
業
至
濁
重
ク
其
猿
至
て

大
僅
也
。
故
に
一
坪
之
人
、
恐
怖
尊
敬
す
る
事

諸
役
に
異
り
、
依
之
其
人
抜
群
に
あ
ら

さ
叙
は
、
此
役
を
勤
事
識
に
難
し
．
予

当
所
御
惣
庄
屋
代
々
の
事
請
を
銭
さ
ま

ほ
し
く
、
兼
て
思
之
と
い
へ
と
も
、
未
夕
其
證
書

を
索
（
毛
，
〆
）
得
さ
ボ
ハ
、
是
を
記
せ
ん
に
拠
（
；
！
＆
ロ
）

老
人
の
む
か
し
語
に
す
る
虚
も
、
漸
ク
舌
閑
氏

~
叩
■
Ⅲ
Ⅸ
旧
唾
尼
函
咀
卜
０
脂
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Ｒ
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Ｂ
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興
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尭
泰
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幸
全
、
黍
篭
鬘
《
井
手
~
蚕
番
允
政
次
会
所
手
代
不
知

．
、
竺

滞

鼻

葬

爵

悩

霧

箆

”

一

一

矢

部

平

兵

衛

政

重

〃

唾

~

》

二

一

章

桑

忌

〈

画

言

星

矢

部

四

郎

右

衛

門

政

蛙

〃

五
蕊
一
一
巻
卿
掻
繍
峯
猟
Ｉ
今
蓄
劣
覺
。

四

矢

部

兵

右

衛

門

政

夷

〃

蕊

、

エ

ハ

』

詩

ぞ

詩

へ
~
正
億
三
奮
演
誰
纒
◇

ノ
冬
壱
荊
部
‐

五

割

■

６

■

●

。

■

口

今

函

。

。
ｑ
・
●
ロ
０
４
，
◇
Ｉ
◇
守
。
Ｉ
。
◇
◆
ロ
訳
鈩
。
げ
。
ｂ
０
発
が
。
笂
酔
申
Ｉ
噌
①
芦
ｌ
狽
恥
ロ
、
■
ｂ
・
恥
叩
叱
渋
が
。
？
。
岬
４
。

Ｄ

Ｄ

妙

ロ

小

，

，

脚

恥

○

融

○

腓

。

。

？

。

ｔ

◇

、

や

■

▽

ｏ

ｇ

ｉ

ｌ

０

ｃ

令

争

。

０

Ｇ

口

。

４

．

台

、

。

、

。

。

。

Ｄ

・

・

・

ｂ

ｐ

ｏ

、

◇

~

蕊

遙

鳥

婁

蕊

擬

栽

幾

蕊

堂

霊

霊

~

壽

ゞ

’
九

静
次

◇
~
域

●◆、、●ｂｂＰ

Ｄ

Ｂ

◆

・

傍

・

ｏ

０

ｂ

Ｄ

Ｕ
■
■
●
ｐ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
ｅ
●
？
●
６
４
■
◆
・
Ｏ
Ｕ
ｐ
６
０
９
■
■
９
●
。
？
。
◆
ら
◆
、
や
■
▼
●
●
Ｑ
］
Ⅲ
８
６
■
争
令
争
参
０
Ｇ
口
・
４
■
も
●
等
●
・
１

辱

ｏ

◇

“

卿

や

浄

鳥

箕

《誉萎“
.･n
f

ｊ
ｑ
０
０
■
１
１
１
１
Ｊ
▲
１
ｌ
ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｕ
０
０
０
Ｉ
０
０
申
９

一

１

１

１

§

１

勺
△
■
９
１
０
１
０
１
０
■
ｏ
Ｑ
９
０
ｑ
ａ
６
１
１
４
も
９
６
４
９
０

a

二 一一 0--

◇

・

塑

恥

枇

協

》

錘

ユ

~

‐

〕

．

~

●

Ｕ

恥

山

口

，

●

Ｐ

甲

。

□

■

■

Ｐ

■

。
》

~

凸
■
ロ
“

嬢
側
漉
嘉
《

ず

茎

重

尭

泰

卑

身

偽

一

●色｡
■一
己言‘_L
■凸■｡
●ｰ

守 一

■

●

○ ○
句■､ ●

F5．．P
0 ．G2

■々

守り

･生

■ 四・
ec
ae
■

ー

◆

ー●

’

１
１
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１

食

１

１

~
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、 閏
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~
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産

、 罫

掘
鍵

蓉

呉

配

長
貞
、
弥
三
・
郎
頼
国
、
弥
次
郎
安
基
、
新
次
郎
公
基
、
如
此
次
第
し
て

宇
治
日
隈
ノ
政
丸
、
八
代
郡
田
浦
二
住
ス
・
夫
；
次
第
連
銃
ス
・
家
ノ
錠

月
二
日
足
と
有
り
。
如
此
あ
り
て
井
手
四
郎
左
衛
門
尉
政
善
、
掃
部
之
助

政
宣
、
新
三
郎
政
俊
、
大
蔵
少
輔
政
秀
と
次
第
せ
り
。
此
政
秀
に
阿
蕊

大
宮
司
惟
恵
③
よ
り
賜
り
し
御
者
あ
り
。
其
文
ゞ
｜
日
、

六
箇
地
頭
分
之
内
、
岩
川
石
之
事
、
知
行
不
可
有
相
違
、

弓
矢
之
番
、
度
々
依
忠
節
、
惟
忠
公
・
方
様
、
可
被
加
御

扶
持
之
‘
画
、
蒙
仲
侯
条
、
為
此
、
万
蔑
無
等
閑
弥
可
致

忠

節

之

状

、

如

件

、

文
明
十
九
年
（
｜
、
八
七
）
Ｔ
未
三
月
七
日
惟
恵
判

井

手

大

蔵

之

所

井
手
氏
、
系
譜
を
考
ル
に
、
新
藤
三
盛
明
（

京
都
よ
り
下
り
け
る
よ
し
見
へ
た
り
．
然

見
へ
侍
ら
す
。
夫
よ
り
Ｃ
藤
太
夫
盛
定
Ｃ

四
良
赤
〉
盛
勝
＃
次
第
し
て
Ｃ
由
被
聞
召

洋
雰
が
｝
院
殿
御
教
書
と
有
り
。
此
処
脱

則
ハ
エ
平
年
よ
り
新
藤
三
盛
明
ハ
四
代
玖

人
皇
六
十
代
朱
雀
院
の
年
号
也
．
其
比
之

秀
郷
②
時
代
な
り
．
え
よ
り
四
代
己
前
な

承
和
の
比
肥
後
国
に
下
り
し
人
な
る
べ
し
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共
其
時
代
何
れ
の
比
と
云
事

又
太
夫
盛
経
。
藤
太
夫
盛
末

、
何
執
達
如
件
、
正
平
三
年
（
一
《
ニ
ロ
八
）
二
月

筒
あ
る
に
や
文
儀
程
通
．
然

前
な
り
。
正
平
ハ
葦
菖
亡
、

武
臣
ハ
六
孫
王
経
基
①
・
俵
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太
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大
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椎
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明
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諺
帳
〆
童
寡
蒙
圃

*

I

；
巽
か
険
菱
看
″
鬼
〆
Ⅷ
’
参
兆
〃
あ
町
ｒ
１
私
鳴
（
ｒ
伽
う
全
僻
膵
に
陛
昏
別
い
陰
~
其
比
ハ
宮
原
町
と
云
、
又
、
・
厚
／
町
と
も
唱
へ
け
る
か
、
其
後
、
濱
町
と

１
砂
鯵
荊
噌
術
参
刎
囎
，
胤
貴
を
淵
溶
九
聰
鮎
祐
一
雪
と
改
け
る
．
是
則
、
濱
可
東
璽
寺
。
開
基
之
僧
な
り
．

八

~~~~~~ l l

Q

、 、

》
炊
落
坐
乍
嶺
璃
隼
式
塞
げ
Ⅷ
背
ゥ
祈
陽
毎
握
催
啼
恨
が
〃
ｆ
毒
易
学
仏
１
１
今
~
姥
岬
~
~
》
善
左
衛
門
と
云
も
の
有
け
る
か
、
有
馬
左
衛
門
佐
①
殿
に
奉
公
し
て
禄

Ｌ
ｊ
．

ｈ
Ｉ
Ｊ
な
＃
〃
孔
一
~
嗣
排
笏
〃
系
斗

ロ

ロ

ロ

ロ

哩

口

■

か

回

■

。

ｌ

６

ｈ

β

い

込

仁

か

◆
申

且
■
■
■
■
■
■
１
１
０
■
■
■
且
ｑ
Ｕ
０
Ⅱ
ｑ
ｌ
４
■
■
『
■
。

Ｉ
Ｐ
Ｏ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
７
０
９
１
凸

非 ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

l
i

、

ｌ
■
■
■
■

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｄ
ｌ
揖
，
い
，
昨
‐
，
ｂ
隅
〕
琴
雲
闇
障
』
巨
巨
ロ
巨
一
』
画
一
一
彦

b

l

参
り
今
１
歩
あ
り
、
玄
番
允
一
同
に
宮
原
に
居
住
し
け
る
．
井
手
善
太
夫
子
に

善上
参
串
禍
~
改
け
る
と
そ
。
井
手
玄
番
允
弟
に
同
善
大
夫
政
重
と
云
岩

番
允
政
賓
、
歪
聿
玄
番
允
政
次
、
簔
聿
此
玄
番
允
政
次
、
同

善
太
夫
、
小
一
領
社
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
再
呉
之
稼
木
《
｜
裁
た
り
。
二
一
国
一
翼
。
令
・
ｖ
彪
鐸
。
堂

喜
孟
宍
榮
一
天
基
卜
育
、
接
に
慶
長
十
七
年
（
’
六
一
二
二
国
一
歳
之
御
定
蝋
あ
り
て
、

御
国
中
所
々
之
蝋
郭
を
解
崩
し
め
姶
ふ
・
此
時
矢
部
愛
等
司

域
⑤
は
、
新
美
八
左
衛
門
・
小
川
監
物
両
人
、
奉
行
と
し
て
蝋
を
解
崩

さ
せ
け
る
・
此
時
井
手
玄
番
允
は
愛
等
司
埆
下
在
住
之
役
人

な
り
し
か
、
此
蝋
下
落
没
せ
し
よ
り
此
宮
原
地
に
引
移
り
、
屋
敷
を

大
蔵
少
輔
政
秀
よ
り
井
手
勤
評
由
政
直
、
兵
庫
介
政
明
、
清
左
衛
門

豊
久
、
此
登
久
に
阿
珠
家
老
よ
り
の
技
有
り
。
其
文
二
曰
、

父
兵
庫
允
知
行
分
、
矢
部
内
福
原
村
僻
古
畑
村
、
同
ク

杉
内
、
垣
内
居
屋
敷
之
事
、
知
行
不
可
有
相
達
考

也
、
弥
忠
節
奉
公
可
然
侯
、
為
後
日
如
件
、

明
応
二
一
年
（
一
画
・
九
画
）
．
．
責
八
月
サ
一
日
村
山
惟
貞

竹

崎

惟

満

井

手

勢

左

衛

門

と

の

へ

此
井
子
清
左
備
門
よ
り
~
清
右
衛
門
尉
豊
廷
、
此
豊
延
小
一
領
社
①
天
文
、
一
ハ

年
（
一
塁
１
七
）
再
興
之
棟
木
裁
た
り
．
阿
蘇
大
宮
司
惟
豊
②
時
代
な
り
・

夫
よ
り
井
手
大
歳
少
輔
豊
守
、
篭
聿
小
監
物
政
次
、
董
華
玄

全
量
学
玄

~
二
二
臼
石
に
て
有
し
か
、
後
に
ハ
当
国
に
仕
へ
て
禄
も
右
之
通
成
し
に
、

手
病
身
と
成
り
て
勤
仕
成
難
、
御
暇
を
願
ひ
て
薙
髪
し
て
、
患
を

し
て
家
を
蓮
、
親
族
不
残
住
居
せ
ら
れ
け
る
に
、
慶
長
十

年
（
一
六
一
雪
一
）
矢
部
御
惣
、
圧
屋
役
被
仲
付
け
る
故
、
居
宅
を
直
に
矢
部

所
と
し
て
役
所
を
構
へ
、
郷
内
之
事
を
軍
制
れ
け
る
と
也
・

、
矢
部
御
惣
・
圧
屋
之
始
り
也
・
掌
糞
差
異
奮
量
釜
畜
考
畜
亭
ト
ー
寡
、
堂
大
童
篝
零

竃
量
菱
算
よ
し
是
腎
．
爵
〈
券
、
當
王
雀
篭
麦
薔
苧
し
倉
で
。
玄
番
允
、
愛
等
司
上
り

居
を
宮
原
に
移
さ
救
け
れ
は
、
愛
等
司
可
之
可
人
、
孫
右
衛
門
・

長
右
衛
門
と
云
者
を
始
と
し
、
商
家
華
追
々
当
地
に
来
住
し
て

家
を
建
、
市
店
を
構
へ
け
る
．
是
則
、
濱
可
之
濫
鋸
な
り
。

玄
番
允
子
孫
ハ
代
々
御
惣
庄
屋
を
相
焼
し
、
弟
善
太
夫
子
孫
ハ

代
々
東
雲
寺
之
住
僧
た
り
。
玄
番
允
・
善
大
夫
兄
弟
一
同
に
、

此
地
に
屋
鋪
を
構
へ
ら
れ
け
る
故
、
会
所
屋
敷
と
東
雲
寺

屋
敷
ハ
、
只
、
垣
を
一
重
隔
た
る
迄
の
隣
家
な
り
。
そ
も
井

手
玄
番
允
ハ
矢
部
御
惣
・
圧
屋
之
元
祖
に
て
、
濱
町
を
・
建
初

し
人
な
れ
と
も
、
子
孫
に
至
て
御
惣
・
圧
屋
役
も
他
性
霊
が
｝
に

変
り
、
井
手
氏
の
氏
笛
も
今
ハ
断
絶
に
及
ひ
、
美
名
目
た
に

知
る
人
な
く
成
行
し
そ
歎
か
し
・

右
、
玄
番
允
在
動
之
年
限
、
親
族
・
妻
繰
、
未
考
也
。
慶
長
十

八
年
よ
り
天
明
四
年
（
’
七
八
。
）
迄
、
百
七
十
弐
年
に
及
く
り
、
井
手
氏
之
家

相
焼
な
け
れ
ハ
、
其
事
跡
の
昔
語
も
残
り
侍
ら
す
。

廷

|’

！
一

'

'1

１
１
１~~

七

ｌ

］－ 一 - デー ニニニ；



■■ﾖ■■■■モロー 早 一 一一

－

一

1
一

ン

@

‐
○
一

、

１

１

‐

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

伽

即

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ト

ー

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ’

旧

朋

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

川

Ⅲ

別

刷

刷

川

Ⅲ

剛

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

剛

日

１

０

Ⅱ

~

リ

－

８

塒

，

■

旧

旧

旧

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅶ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

刈

ｌ
Ｉ

Ｉ

二二ざ●
【

~

ｐ

８

ｌ

』

Ｆ

Ｍ

Ｌ

８

１

ｄ

８

１

６

４

Ｊ

０

ｐ

い

■

１

１

凸

■

■

■

■

■

■

■

ｑ

■

刊

ｑ

ｑ

０

ａ

■

■

。

■

■

１

吋

■

ａ

可

可

ｄ

Ｑ

Ｄ

Ｆ

ｂ

Ｄ

ｐ

卜

天

末

弐

年

六

月

九

日

矢

部

兵

右

衛

門

判

右
之
丈
躰
に
因
て
考
之
に
、
寛
永
九
年
（
’
六
塁
二
）
之
比
、
、
一
ハ
月
十
五
日
祭
礼

笹
踊
始
り
し
と
い
ふ
説
勿
論
な
り
．
愛
よ
り
相
焼
て
同
年

九
月
九
日
、
小
一
領
私
祭
種
踊
を
願
量
侯
ハ
れ
し
よ
り
、
上
大
川
姫
宮

抵
祭
礼
九
月
十
九
日
、
鶴
底
村
御
釜
社
祭
礼
九
月
廿
九
日
笹
踊

相
錠
ひ
て
願
ひ
・
ュ
ら
叙
し
と
い
へ
り
。
む
か
し
は
四
ヶ
所
共
に
祭
礼

踊
、
産
子
中
よ
り
地
踊
に
い
た
し
け
る
か
、
い
つ
の
比
よ
り
か
在
方
の

祭
礼
ハ
、
地
踊
止
て
藝
者
を
息
ひ
、
祭
礼
を
動
る
事
に
ハ
成
し

や
ら
ん
．
む
か
し
よ
り
今
世
に
到
迄
、
地
踊
黒
退
転
相
動
所
ハ
、

濱
吋
小
一
領
社
祭
礼
迄
な
り
．
え
ハ
宮
下
の
村
々
に
不
瀧
、

濱
町
産
子
中
迄
に
て
相
動
け
る
ゅ
へ
、
と
こ
し
な
へ
に
退
転
十

せ
ぬ
も
の
と
見
へ
た
り
。
矢
部
に
て
ハ
祭
礼
踊
無
之
村
々
も
、
九
月
ハ

・
初
九
日
へ
中
九
日
、
乙
九
日
と
云
て
、
其
村
々
昔
よ
り
祝
ひ
来
る
。
九
日
を

定
例
と
し
て
親
戚
万
一
（
ク
ガ
ヒ
）
に
出
入
し
て
酒
食
を
設
て
、
客
を
零
（
壱
テ
ナ
）
し

九
日
を
賀
す
る
事
昔
も
今
も
巷
事
な
し
・
季
秋
②
五
穀
己
・
｝

熟
し
て
、
秋
ハ
飽
足
（
γ
今
ダ
ル
）
の
訓
③
に
て
農
家
萱
に
し
て
五
毅
の
稗
を

祭
り
親
成
も
参
令
し
て
、
年
を
祝
す
る
の
古
例
な
る
へ
し
。
寛
永

九
年
、
絢
川
君
当
国
之
噸
・
幸
一
と
成
姶
ひ
し
よ
り
、
民
図
帳
な
と
も
改

し
な
る
へ
し
．
寛
永
之
舌
帳
所
々
“
｝
留
ま
り
、
手
永
と
云
老
目
は

其
比
迄
ハ
な
か
り
し
に
や
、
矢
部
ノ
内
何
村
と
あ
り
し
と
覚
ゅ
。

今
按
に
井
手
、
玄
番
允
、
窓
目
あ
り
け
る
元
和
七
年
（
’
六
二
一
）
よ
り
寛
永

十
四
年
（
’
六
三
七
）
迄
、
年
数
十
五
年
也
。
共
に
一
日
五
十
年
鈴
の
事
に
て
、
此

グ
院
叩

長
き
故
子
塗
不

故
一
一
塔
之
。
此

●
圧
屋
中
を
集
、

中

速

判

さ

せ

ら

宙
手
水
之
比
在
勤

大
験
あ
，
り
し
よ
り
、

０

■

Ｏ

１

ｊ

ｌ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

Ｊ

０

ｊ

ｌ

■

１

△

・

７

４

九

よ
り
当
年
二
至
、
五
十
年
に
及
ひ
無
退
転
祭
礼
を
動
ソ

来
事
、
恐
ラ
ク
ハ
御
国
家
安
民
豊
な
る
故
也
。
千
秋
万
歳

之
奇
鵯
目
出
度
御
事
、
不
過
之
。
当
年
又
御
祭
礼
之
事
、

如
旧
例
可
相
勤
段
、
従
公
儀
談
成
御
免
、
恒
例
之
祭
礼

相
動
申
事
、
識
神
慮
二
相
叶
、
産
子
中
宴
か
之
程
難
有

覚
ゅ
。
依
之
今
日
祭
忽
之
村
々
、
各
参
含
相
談
之
処
、
違
変

黒
之
、
末
代
迄
蔑
此
祭
礼
・
企
、
樗
怠
有
間
数
事
心
外
也
・

御
産
子
逐
年
倍
繁
昌
成
く
し
。
且
又
、
自
今
己
後
、

祭
村
之
事
、
古
今
記
録
を
尋
て
御
祭
に
柘
加
〃
紫

有
ハ
、
不
及
沙
汰
相
加
へ
し
。
侮
一
『
今
日
参
含
之
面
々

永
遠
背
申
間
鋪
印
二
審
付
置
者
也
．

借

へ

、

御

止

し

に

、

■

て
、
時
之

男
成
社
御
祭
礼
之
事
、

矢

部

平

兵

衛

政

重

に
て
、
干
天
之
時
男
成
社
①
に
雨
を
祈
り
て

り
、
祭
礼
鏑
を
願
ひ
立
ら
枚
し
伝
説
あ
り
。
事

し
瞥
〈
く
つ
せ
子
〉
矢
部
地
踊
濫
鰐
之
処
に
記
す
べ
し
。

祭
礼
踊
之
事
二
付
、
矢
部
兵
右
衛
門
男
成
社
宮
下

六
月
十
五
日
祭
礼
踊
無
退
転
な
き
や
う
に
と
、
・
圧
屋

救
し
時
、
矢
部
兵
右
衛
門
書
れ
し
も
の
有
り
。
其
丈
二
曰
、

祭
礼
之
事
、
往
古
ニ
ォ
矢
部
郷
中
無
洩
所
御
供
物
を

祭
礼
を
動
た
り
し
と
承
傳
へ
侯
・
何
之
比
よ
り
か
其
祭
礼

近
村
之
産
子
中
、
舌
之
例
を
曳
了
祭
礼
を
再
興
し

分
容
か
）
力
を
催
し
、
為
稗
事
踊
を
企
テ
祭
り
を
仕
初
し

|
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灘
‐
総
妻
妾
労
紛
落

甲

夕
露
〃
Ⅳ

I■■

麦
アー
ー

一

難

ず
〃
勝
り
必
け
腎
附
謬
私
蔭
乃
Ｙ
人
蛎
髭
蜘
唱
１
Ｊ
蕃
肝
；
ふ
ぬ
便
蛎
刈
砲
詞
荊
１
〃
渉
奔
四
郎
・
右
衛
門
・
弥
兵
衛
・
兵
左
衛
門
と
次
第
せ
り
。
乎
兵
街
名
目
ハ
な
く
し
て

◆
も
・
４
．

レ

ト

中

・

〆

。

『

・

・

《

・

群

●
■
貼
争
◆
Ｇ
ｄ
①
■
●
■
や
●

『

卓

十

一

蕊、塁たID艶

尹

、
牙
冷
斧
ｌ
脆
邑
珍
緋
Ｔ
そ
み
雷
ら
跨
貰
ぞ
毒
Ｉ
ノ
子
γ
や
文
元
年
後
迄
在
勤
し
て
、
兵
右
衛
門
延
宝
二
年
よ
り
前
に

錨
似
呼
~
黙
衿
喧
誉
篭
舌
参
参
朔
？
‐
海
ｊ
勤
役
た
ら
ハ
、
弥
兵
衛
御
惣
庄
塵
た
る
へ
き
年
悶
な
し
．

が
琴
訓
念
鍔
峠
僻
僻
や
し
〃
子
羊
わ
郵
の
乱
幅
軍
曇
仏
ロ
豊
篭
売
ゆ
め
典
ｚ
証
絢
吋
剖
斗
○
牟
牽
１
Ｊ
井
手
弥
兵
衛
と
書
た
る
も
の
も
あ
れ
は
、
御
惣
・
犀
屋
に
て

除
搭
Ｉ
ゞ
夏
蚕
診
ず
酵
鳶
享
鴦
僻
彦
霞
孝
讓
兵
衛
と
言
の
有
．
矢
部
平
兵
衛
ハ
寛
永
~
二
帳
に
見
ゆ
れ
〈
、
弁

参
参
一
参
壱
や
１
よ
鴬
世
や
劣
廻
修
捗
ｉ
＃
跨
旛
ｒ
毎
重
魚
鴬
手
玄
番
允
よ
り
四
郎
右
衛
門
と
有
ハ
涙
な
り
。
弥
兵
衛
と
云
、
御
惣
庄
屋

弥
兵
術
と
一
麦
も
の
有
。
矢
部
平
兵
衛
ハ
寛
永
之
古
帳
に
見
ゆ
れ
ハ
、
井

手
玄
番
允
よ
り
四
郎
右
衛
門
と
有
ハ
涙
な
り
。
弥
兵
衛
と
云
、
御
惣
庄
屋

蕊
，
了
官
訓
誼
墓
移
諺
基
煮
そ
婁
帝
凡
券
烏
鯵
皇
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Ⅱ
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な
ら
ざ
る
事
を
患
へ
て
葛
数
年
古
曾
を
尋
求
と
い
へ
ど
も
、
其

證
と
す
へ
き
も
の
見
当
り
侍
ら
す
．
玄
番
允
よ
り
四
郎
右
衛
門
ま
で
、

二
一
代
名
目
計
ハ
知
れ
な
か
ら
、
兄
弟
・
妾
子
・
親
族
何
か
し
に
て

有
し
や
知
も
の
な
し
．
説
や
在
勤
の
年
間
の
如
舎
．
を
や
、
昔

乃
事
、
百
年
徐
に
成
り
ぬ
れ
ハ
、
語
り
博
へ
に
も
戎
ら
ぬ
も
の
な
り
・

此
次
之
矢
部
兵
右
衛
門
代
よ
り
ハ
、
少
し
く
分
〃
事
多
し
・

子
、
一
日
所
々
の
墓
所
を
見
め
ぐ
り
て
、
玄
番
允
・
平
兵
衛
・
四
郎
右
衛
門

~
殺
さ
れ
し
事
あ
り
．
。
其
ア
パ
レ
岩
ハ
四
国
の
音
な
り
し
や
、
所
・
二
者
共
跡
よ
り

追
懸
、
打
殺
し
け
る
と
か
や
此
時
代
共
の
事
な
る
べ
し
・
或
人
の

鍔
所
持
す
る
御
惣
・
庄
屋
次
第
を
書
た
る
物
を
見
し
に
、
井
手
玄
番
允
．

二
一
代
は
、
当
所
御
惣
・
庄
屋
に
て
有
し
か
ハ
、
そ
れ
と
し
ら
る
へ
き
石
淳
を
や
有

と
、
古
墳
の
苔
を
梯
ひ
て
尋
求
け
れ
と
、
さ
る
へ
き
墓
も
侍
ら
す
。

累
々
た
る
舌
潰
・
石
碑
ハ
九
苔
に
垣
れ
、
或
ハ
倒
れ
、
或
ハ
子
孫
絶

果
し
墓
と
も
ハ
、
盆
王
月
に
も
払
ハ
い
も
の
に
て
、
荊
競
の
中
に

十

二

遅
れ
し
も
多
し
。
か
く
古
き
石
碑
も
多
侍
救
と
俗
名
な
け
れ
ハ
、
縦
ひ

其
人
々
の
墓
あ
り
と
も
、
法
老
に
て
ハ
知
救
か
た
し
。
石
坤
に
ハ
家
の

錠
、
俗
名
等
を
し
．
る
し
お
か
ま
し
き
も
の
也
。
其
子
孫
た
り
と
も
俗
名
な

け
れ
ハ
、
先
祖
の
墓
何
か
し
と
い
ふ
事
を
喝
へ
失
ふ
事
多
し
。

む
か
し
ハ
物
こ
と
密
な
ら
す
、
名
あ
る
人
の
墓
と
い
へ
と
も
、
さ
っ
と

し
た
る
石
淳
を
建
た
る
迄
に
て
、
俗
性
室
諏
｝
等
を
記
せ
し
ハ
稀
也
・

西
行
法
師
か
歌
に
、
深
草
の
裾
野
の
塚
の
数
そ
へ
て
、
む
か
し
の
人
に
君
を

な
し
つ
る
。
と
読
し
か
如
く
、
去
年
（
コ
ソ
）
ハ
隼
か
失
（
ブ
壱
）
令
年
ハ
誰
か
死
し
、

先
坐
．
ノ
月
ハ
何
某
か
な
く
な
り
、
今
月
ハ
誰
か
身
弐
か
り
し
な
と
、

除
所
事
の
や
う
に
誰
も
い
ふ
に
や
。
隙
行
駒
①
羊
ノ
歩
§
我
身
の

上
に
も
近
つ
か
ぬ
か
ハ
、
人
更
に
百
年
（
↑
巻
）
を
期
せ
ん
や
．
た
と
へ
千
と
せ
を

知
ぺ
し
・
其
比
御
惣
庄
屋
ハ
在
首
（
ゲ
イ
〆
フ
）
に
て
、
何
れ
も
矢
部
何
が
し
と

見
へ
た
り
。
井
手
弥
兵
衛
ハ
下
老
連
石
村
吉
祥
寺
②
住
持
、
義
諦
（
タ
イ
）
と
い

岩
の
実
父
な
り
し
と
も
い
ふ
。
何
救
井
手
家
の
一
類
な
る
へ
し
。
さ
次
と
も

其
人
柄
余
り
よ
る
し
か
ら
さ
り
し
よ
し
ま
り
伝
ふ
・
子
、
此
等
の
分
明

未
ク
レ
考
。
四
郎
．
右
衛
門
ハ
寛
文
・
冬
記
に
見
ゆ
救
ハ
、
夫
よ
り
矢
部
兵
右
衛
門

在
勤
、
延
宝
二
年
（
’
六
七
画
）
ハ
寛
文
元
年
（
’
六
六
一
）
よ
り
僅
に
十
弐
年
也
、
四
郎
右
衛
門
帝

文
元
年
後
迄
在
勤
し
て
、
兵
右
衛
門
延
宝
二
年
よ
り
前
に

勤
役
た
ら
ハ
、
弥
兵
衛
御
惣
・
圧
屋
た
る
へ
き
年
間
な
し
。
殊
に

井
手
弥
兵
衛
と
書
た
る
も
の
も
あ
れ
は
、
御
惣
・
犀
屋
に
て
あ
ら
ざ
る
事

在
勤
之
年
限
、
鏡
類
・
妻
族
・
形
状
事
跡
、
未
考
之
。

矢

部

四

郎

右

衛

門

政

蛙

寛
丈
之
比
之
在
勤
・
ニ
よ
し
古
記
に
見
へ
た
り
。
子
息
二
平
兵
衛
と

云
者
あ
り
、
先
祖
の
名
を
付
も
の
な
次
ハ
、
是
も
担
父
の
名
を
付

た
る
か
。
寛
永
十
四
年
（
｛
六
雪
一
七
）
矢
・
部
平
兵
衛
名
目
記
せ
る
よ
り
、
寛
文

元
年
（
’
六
六
一
）
迄
、
廿
五
年
に
及
く
り
．
万
治
弍
年
（
’
六
三
・
誕
）
会
所
に
畔
犯
人
あ
ハ
れ

け
る
時
、
濱
吋
丁
頭
①
茂
右
衛
門
と
一
云
岩
馳
行
て
、
彼
ア
ハ
レ
者
に
初
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